
FROM OUR FIELDS

奥が深いグループで

すね。厳冬期にある

山の中での調査中、

あ た か も 時 間 が 止

まったかのように空

気が凍りついて「今

日は小鳥１羽目につ

かず、生き物の気配

を感じない（自分も含めて）」

－そんな日にも雪の上を歩き

回っている虫がいました。セッ

ケイカワゲラとクモガタガガン

ボの仲間。クモガタガガンボは

ガガンボと言いながらも羽がな

く、ある意味特異な姿の昆虫です。

雪の上をモッソリとした緩慢な動き

でひたすら徘徊していましたが、特

に何する様子もなく、止まる様子も

なければ歩調を速める様子もない。

一度生態を調べてみたいという衝動

に駆られるも凍死だけはしたくあり

ません。

■北海道での調査は場所によりけり

ですが、大変に敵が多い所です（も

ちろん人間の）。夏場はヌカカとア

ブで、場合によっては調査に大きな

支障がでることも。春～秋はダニと

ヒグマ。油断すると命を取られるこ

ともある大敵ですが、この極端に大

きさの違うもの達を同時に気にしな

がら歩くのはなかなか大変です。

■同じ昆虫類調査をし

ていても「所変われば

品変わる」だけではな

く、同じ種であっても

「所変われば居場所・

姿も変わる」ことを痛

感させられます。

　北海道に来て約1 年

が経ちますが、本州と同じよう

な感覚で調査をしても虫がほと

んど採れなかったり、あるいは

予想していた種と全く異なる種

が採れたりするなど、その地域

に合った調査をしないと種相を

把握することすらままなりません。

全国的に分布する種であっても、地

域によって体の大きさや色、出現時

期、生息環境などが異なる場合があ

るのは周知の事実ですが、頭では

解っていてもいざ直面すると困惑し

ます。「あ！何か変わった種がいる

な」と思って捕獲してみると、「あ

れ？なんだこいつか、一目見て解る

種だった筈だけどこんなに小さくて

黒く見えたっけ？」などと思うこと

は日常茶飯事です。あるいは「山地

性」「高山蝶」などと感覚的に思っ

ていた蝶が市街地の公園を飛翔して

いる姿を見ると結構な違和感を感じ

ます。

■昆虫以外にもあてはまるかも知れ

ませんが、概して北に行くほど出現
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　４月上旬、ＪＲ大阪環状線桜ノ宮あたりの大川沿いの桜並木の美しさは一見の価値が

あります。とうとうと流れる川の両岸に満開の桜が延々と続き、花吹雪が春の日差しに

きらきらと輝きながら川面に散っていきます。電車の窓から目を細め、強引に周りのビ

ル群にフォーカスをかけるとそこはさながら桃源郷…（？）。また、近くの大阪城公園

もお花見で有名です。私も去年、お弁当を持って行ってみましたが、がっかりしまし

た。お弁当を食べながらお花を見られそうな場所は、隅々まで、まるで分譲住宅の区画

ようにビニールテープと青いシートで宴会の場所取りのため、入れない状態です。この

時期は公園内に林立している無許可ハンドメイド住宅もあまり目立たない位です。おま

けにイベント屋さんはカラオケセットの調子をみるため「本日は晴天ナリ！あ～あ

～！」の連発です。ごろんと寝転がってのんびりする場所もなく、花のない木の下で

寒々とお弁当を食べたのでした。多分有名どころはどこでもこうなのでしょうが、せめ

て場所取りは夕方何時以降とか決めてもらえないか、一度公園協会にメールしてみよう

かと真剣に考えている今日この頃です。　　　　　　　　　　　　（中山　香代子）

編
集
後
記

あ る 日 の フ ィ ー ル ド ・ ノ ー ト か ら

北の現場から

（北海道支社自然環境調査室・宇山浩彦）

期間が短い代わりに、短期間にどっと

でてくる傾向があるようです。全体的

には「種数は少ないかな」といった印

象がありますが、１種あたりの個体数

はその分多いように感じます。季節の

移行も早く、6 月に入って新緑がまぶ

しくなった頃、ようやく春の昆虫が出

てきたかと思いきや、１ヶ月後にはも

う夏の昆虫真っ盛り。そして、その

１ヶ月後には秋の虫が出てきます。9

月ともなるとアカトンボ類の生き残り

ばかりが目に付くようになり、実に慌

しく昆虫の調査シーズンは終了となり

ます。下旬になって山の各地から初霜

の便りが聞こえてくる頃には多くの昆

虫類が越冬体制に入るようです。そし

て、長い冬に入り全く昆虫の姿が見ら

れなくなる・・・かというと厳冬期に

出現する種もいて、昆虫類はつくづく
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5月1日　東北分室 　を開設します。 どうぞよろしくお願いします。


